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発
足
か
ら

年
、
長
い
歴
史

が
あ
る
消
防
団
で
す
。
こ
れ
ま

で
通
り
団
員
が
一
丸
と
な
り
、

地
域
の
安
全
と
安
心
の
た
め
の

「
見
守
り
隊
」
と
し
て
貢
献
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

へ
の
警
戒
が
続
く
中
、
団
の
活

動
も
大
き
な
制
約
を
受
け
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
３
密
の
回
避

や
消
毒
と
い
っ
た
感
染
防
止
策

を
講
じ
た
上
で
、
災
害
対
策
を

は
じ
め
と
す
る
防
災
訓
練
な
ど

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
、
で

き
る
限
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

余
談
で
す
が
…
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
で
、
団

員
同
士
の
絆
は
一
段
と
深
ま
っ

た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
団
も
高
齢
化
が
進
み
、

団
員
は
減
少
傾
向
で
す
。
細
や

か
さ
を
活
動
に
生
か
し
て
い
た

だ
け
る
女
性
を
は
じ
め
、
団
員

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

二
城
学
区
は
庄
内
川
の
南
側

に
位
置
し
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
・
新

守
山
駅
が
あ
る
な
ど
交
通
の
便

も
良
く
、
新
し
い
人
が
増
え
て

き
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

団
員
は

代
か
ら

代
ま
で

と
年
代
が
幅
広
く
、
携
わ
っ
て

い
る
仕
事
も
い
ろ
い
ろ
で
す
。

親
睦
を
深
め
る
交
流
も
行
っ
て

お
り
、
団
の
活
動
以
外
で
も
つ

な
が
り
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

二
城
消
防
団
で
は
現
在
、
学

区
を
守
る
消
防
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
活
動
内
容
な
ど
を

知
り
た
い
方
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
・

二
城
消
防
団
の
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
（@nijyou119

）
で
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。
身
近
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
―
問
い
合
わ
せ
は
区
消

防
団
連
合
会
事
務
局
へ
。

　

※
写
真
は
２
０
１
９
年
７
月

に
撮
影
し
た
も
の

　

西
城
消
防
団
は
守
山
消
防
団

か
ら
分
離
す
る
形
で
発
足
し
、

一
昨
年
に
は
３
人
の
女
性
団
員

が
入
団
・
誕
生
し
ま
し
た
。
１

つ
の
団
に
女
性
団
員
３
人
が
在

籍
す
る
の
は
、
守
山
区
内
で
初

め
て
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
団
自
体

思
う
よ
う
に
動
け
て
い
ま
せ
ん

が
、
い
ず
れ
は
女
性
団
員
に
し

か
で
き
な
い
思
い
や
り
の
あ
る

活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
３
人
に
志
な
ど
を
聞
き

ま
し
た
の
で
、
抜
粋
し
て
紹
介

し
ま
す
。
▽
頼
ら
れ
る
存
在
に

な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
。
細
や
か
な
部
分
で
力
添
え

で
き
れ
ば
▽
先
輩
方
か
ら
学
び

な
が
ら
活
動
に
努
め
、
地
域
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
▽
初
め
は

不
安
ば
か
り
で
し
た
が
、
消
防

団
の
役
割
な
ど
責
任
あ
る
活
動

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

廿
軒
家
消
防
団

１
９
６
４
年
発
足
、団
員

人　

箕
浦
雅
廣
団
長

西
城
消
防
団

１
９
８
９
年
発
足
、団
員

人　

塩
田
和
夫
団
長

二
城
消
防
団

１
９
７
６
年
発
足
、団
員

人　

小
山
達
夫
団
長

み
ん
な
の
ま
ち
の

消
防
団
紹
介

こ
の
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

守
山
区
消
防
団
連
合
会
事
務
局（
守
山
消
防
署
総
務
課
）

　
　
　
　
　
　
　

  

☎
０
５
２（
７
９
１
）０
１
１
９
へ

な
ど
か
ら
資
金
助
成
を
受
け
、

昨
年
七
月
に
着
工
。
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て
、
延

べ
床
面
積
千
二
百
八
十
四
平
方

㍍
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
ほ
か
で

こ
の
ほ
ど
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

集
会
室
（
約
八
十
二
平
方

㍍
）
は
地
域
の
交
流
場
所
と
し

て
や
、
剣
道
・
ヨ
ガ
・
体
操
な

ど
の
運
動
に
利
用
可
。
ま
た
、

会
議
室
（
約
五
十
九
平
方
㍍
）

は
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
広
さ
を

変
え
て
使
う
こ
と
も
で
き
る
。

ど
ち
ら
も
無
料
で
開
放
し
て
お

り
、
「
こ
の
施
設
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
も
つ
な
が
れ

ば
」
と
上
原
浩
施
設
長
。

　

利
用
で
き
る
の
は
基
本
、
土

日
を
除
く
平
日
の
午
前
八
時
半

か
ら
午
後
五
時
の
間
。
問
い
合

わ
せ
・
申
し
込
み
は
愛
知
自
啓

会
＝
☎
０
５
２
（
７
９
３
）
７

２
１
４
＝
へ
。

活
支
援
や
認
知
症
支
援
、
在
宅

医
療
・
介
護
と
い
っ
た
取
り
組

み
な
ど
六
つ
の
パ
ー
ト
に
分

け
、
寸
劇
を
交
え
た
映
像
で
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
。

　

ま
た
動
画
に
は
、
各
学
区
地

域
福
祉
推
進
協
議
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
多
く
の
地
域

住
民
ら
が
出
演
。
区
内
二
十
カ

所
以
上
で
撮
影
が
行
わ
れ
、
企

画
構
想
か
ら
完
成
ま
で
約
八
カ

月
か
け
て
制
作
さ
れ
た
。

　

視
聴
は
無
料
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（
「
ま
る
は
っ
ち
ゅ
ー
ぶ

　

守
山
区
」
で
検
索
）
か
ら
。

た
だ
し
、
デ
ー
タ
通
信
料
は
視

聴
者
負
担
。
問
い
合
わ
せ
は
守

山
区
役
所
福
祉
課
＝
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
４
５
７
８
＝
へ
。

④
電
話
番
号
⑤
お
近
く
の
中
日

新
聞
販
売
店
名
を
記
入
し
て
＝

circle@m-hn.com=

へ
。

　

〈
郵
送
〉
は
が
き
に
①
か
ら

⑤
を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
０
７
、
松
坂
町
三
五
二
、

守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
コ
ン

サ
ー
ト
」
ま
た
は
「
新
刊
」
プ

レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　

と
も
に
締
め
切
り
は
二
十
九

日
（
火
）
必
着
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
当
選
者
へ
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

な
い
よ
う
開
催
し
ま
す
。
少
し

で
も
、
活
動
し
て
い
る
合
唱
団

へ
の
エ
ー
ル
に
な
れ
ば
」
と
話

し
て
い
る
。

事
が
こ
の
ほ
ど
終
わ
り
、
四
月

二
十
六
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

新
し
い
建
物
に
は
集
会
室
と
会

議
室
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
同

会
は
「
地
域
の
方
々
に
も
ぜ
ひ

ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼

び
掛
け
て
い
る
。

　

同
会
は
、
県
内
初
の
民
間
保

護
団
体
と
し
て
一
八
九
四
年
に

発
足
し
、
現
在
の
場
所
は
一
九

七
〇
年
か
ら
。
ま
た
、
以
前
の

建
物
は
五
十
年
が
経
過
し
て
老

朽
化
が
進
ん
で
い
た
。

　

全
面
改
築
工
事
は
、
競
輪
・

オ
ー
ト
レ
ー
ス
売
上
金
の
一
部

で
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
る
公

益
財
団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
（
東
京
）

　

更
生
保
護
施
設
・
愛
知
自
啓

会
＝
守
山
二
＝
の
全
面
改
築
工

イ
ス
。
ま
た
、
換
気
の
様
子
を

煙
で
見
や
す
く
し
た
実
験
動
画

を
流
し
、
「
練
習
は
十
分
な
換

気
を
し
な
が
ら
、
二
時
間
以
内

を
目
安
に
」
と
強
調
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
演
奏
会
で
の
意
外

な
落
と
し
穴
と
し
て
、
ス
テ
ー

ジ
上
よ
り
も
、
天
井
の
高
さ
が

低
く
て
狭
い
空
間
に
な
る
楽
屋

や
廊
下
が
危
険
で
あ
る
こ
と
、

指
揮
者
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
の
距

離
に
注
意
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

最
後
に
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
め
ば
、
合
唱
も
か
な
り
安
心

に
な
っ
て
く
る
は
ず
」
と
前
置

き
し
た
上
で
「
合
唱
が
で
き
る

あ
り
が
た
さ
と
、
仲
間
と
触
れ

合
え
る
喜
び
を
感
じ
、
倍
返
し

の
歌
声
を
響
か
せ
て
」
と
呼
び

掛
け
、
講
演
を
締
め
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

区
内
の
合
唱
団
が
出
演
す
る

「
も
り
や
ま
合
唱
フ
ェ
ス
タ
」

が
来
年
一
月
三
十
日
、
守
山
文

化
小
劇
場
で
行
わ
れ
る
。
同
フ

ェ
ス
タ
実
行
委
員
長
の
美
口
啓

子
さ
ん
は
「
合
唱
の
灯ひ

を
消
さ

　

区
内
の
合
唱
団
が
集
い
、
守

山
文
化
小
劇
場
が
開
館
し
た
一

九
九
九
年
に
始
ま
っ
た
「
も
り

や
ま
合
唱
フ
ェ
ス
タ
」
の
特
別

企
画
。
昨
年
の
同
フ
ェ
ス
タ

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
で
中
止
。
ま
た
現
在
、

区
内
の
合
唱
団
の
う
ち
半
数
以

上
が
練
習
を
休
止
し
た
り
、
解

散
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
活
動
の
再
ス
タ
ー
ト
に
つ

な
が
れ
ば
と
催
し
た
も
の
。

　

講
師
を
務
め
た
の
は
、
区
内

で
合
唱
団
を
指
導
す
る
ほ
か
、

愛
知
県
立
芸
大
や
金
城
学
院
大

で
合
唱
の
授
業
を
担
当
し
て
い

る
永な

が

ひ
ろ
こ
さ
ん
。
ウ
イ
ル
ス

や
飛ひ

ま

つ沫
が
ど
の
よ
う
に
広
が
る

か
な
ど
、
大
学
や
合
唱
団
と
一

緒
に
研
究
も
行
っ
て
い
る
。

　

永
さ
ん
は
講
演
で
「
歌
う
際

は
マ
ス
ク
を
し
て
、
左
右
と
前

後
一
・
八
㍍
以
上
離
れ
て
」
や

「
楽
譜
を
共
有
し
な
い
」
「
な

る
べ
く
車
に
同
乗
し
な
い
」
な

ど
と
練
習
時
に
つ
い
て
ア
ド
バ

　

コ
ン
サ
ー
ト
「
ブ
ン
ブ
ン
リ

ボ
ン
と
あ
そ
ぼ
う
！
」
の
招
待

券
（
ペ
ア
）
を
二
人
、
新
刊

『
明
け
な
い
夜
の
四
日
市
』
を

三
人
、
そ
れ
ぞ
れ
本
紙
読
者
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

【
応
募
方
法
】

　

〈
メ
ー
ル
〉
件
名
に
「
コ
ン

サ
ー
ト
」
ま
た
は
「
新
刊
」
、

本
文
に
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢

苦
悩
と
家
族
を
描
い
て
い
る
。

　

来
年
に
は
、
四
日
市
公
害
裁

判
の
原
告
勝
訴
か
ら
五
十
周
年

を
迎
え
る
。
「
よ
う
や
く
思
い

を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

安
保
さ
ん
。
ま
た
「
原
発
や
基

地
に
つ
い
て
な
ど
、
い
ま
の
環

境
問
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
も
。

　

四
六
判
、
百
七
十
二
㌻
、
千

六
百
五
十
円
。
鎌
倉
文
庫
ア
ク

ロ
ス
小
幡
店
、
白
沢
書
店
、
夢

屋
書
店
ピ
ア
ゴ
守
山
店
の
ほ

か
、
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
ネ
ッ
ト
通

販
で
取
り
扱
っ
て
い
る
。

ー
だ
い
す
き
」

な
ど
。
子
ど
も

が
楽
し
め
る
曲

を
中
心
に
、
乳

幼
児
で
も
安
心
し
て
鑑
賞
で
き

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

チ
ケ
ッ
ト
（
〇
歳
か
ら
要
）

は
ペ
ア
千
円
（
二
人
が
入
場
で

き
、
大
人
二
人
で
も
可
）
、
シ

ン
グ
ル
七
百
円
。
予
約
申
し
込

み
を
同
劇
場
の
電
話
と
メ
ー
ル

（
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
）
で
受
け
付
け
中
。

　

当
日
精
算
・
キ
ャ
ン
セ
ル

（
事
前
連
絡
要
）
も
Ｏ
Ｋ
と
の

こ
と
。
問
い
合
わ
せ
・
予
約
は

守
山
文
化
小
劇
場
＝
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
１
８
２
１
＝
へ
。

記
者
と
し
て
駆
け
回
っ
た
。

　

自
身
四
作
目
の
同
書
は
、
い

ず
れ
小
説
化
し
よ
う
と
書
き
た

め
た
当
時
の
取
材
メ
モ
を
生
か

し
た
も
の
。
企
業
や
そ
の
関
係

者
は
実
名
で
登
場
し
て
お
り
、

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
交
え
な
が

ら
、
加
害
企
業
に
勤
め
る
男
の

　

四
日
市
公
害
を
被
害
者
の
立

場
か
ら
書
い
た
初
の
小
説
―
。

西
新
在
住
の
作
家
・
安あ

ぼ保
邦
彦

さ
ん
が
こ
の
ほ
ど
、
新
刊
『
明

け
な
い
夜
の
四
日
市
』
（
人
間

社
）
を
出
版
し
た
。

　

「
も
と
も
と
本
が
好
き
で
、

中
学
生
の
頃
に
は
多
く
の
本
を

読
ん
で
い
た
。
小
説
家
に
も
な

り
た
か
っ
た
」
と
安
保
さ
ん
。

大
阪
大
学
大
学
院
国
際
公
共
政

策
研
究
科
の
博
士
後
期
課
程
を

修
了
し
、
日
刊
工
業
新
聞
社
へ

一
九
六
一
年
入
社
。
六
五
年
に

四
日
市
通
信
部
へ
配
属
さ
れ
、

　

高
齢
者
の
孤
立
防
止
の
た
め

の
制
度
や
相
談
場
所
、
取
り
組

み
な
ど
、
守
山
区
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
す
る
動

画
が
、
名
古
屋
市
公
式
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
ま
る
は

っ
ち
ゅ
ー
ぶ
」
で
公
開
中
。

　

区
の
医
師
会
や
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
連
絡
会
な
ど
で
つ
く

る
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
会
議
が

制
作
。
昨
年
三
月
に
全
戸
配
布

さ
れ
た
「
市
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
区

独
自
に
映
像
化
し
た
も
の
で
、

多
く
の
人
に
地
域
社
会
づ
く
り

の
担
い
手
に
な
っ
て
も
ら
お
う

と
す
る
の
も
狙
い
。

　

動
画
の
タ
イ
ト
ル
は
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｅ
」
で
、
全
編
約
四
十
分
。
生

　

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
楽
し
め

る
―
。
「
ブ
ン
ブ
ン
リ
ボ
ン
と

あ
そ
ぼ
う
！
～
お
や
こ
で
た
の

し
む
コ
ン
サ
ー
ト
～
」
が
七
月

二
十
二
日
（
木
・
祝
）
、
守
山

文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
一
＝
で

開
か
れ
る
。
午
前
十
時
半
開

演
、
同
十
時
開
場
。

　

同
劇
場
が
主
催
。
小
さ
な
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
に
、
気
兼

ね
な
く
音
楽
鑑
賞
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
す
る
シ
リ
ー
ズ
公

演
。
当
日
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
入

り
口
で
預
か
る
ほ
か
、
お
む
つ

替
え
や
授
乳
の
た
め
の
ス
ペ
ー

ス
も
用
意
す
る
。

　

出
演
は
、
地
元
を
中
心
に
幅

広
く
活
躍
し
て
い
る
演
奏
家
の

宮
嵜
文
さ
ん
（
ボ
ー
カ
ル
）
、

岡
島
紗
央
里
さ
ん
（
ピ
ア

ノ
）
、
岩
月
香
央
梨
さ
ん
（
パ

ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
に
よ
る
ユ
ニ

ッ
ト
「
ブ
ン
ブ
ン
リ
ボ
ン
」
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
ア
ン
ダ
ー

・
ザ
・
シ
ー
」
「
し
あ
わ
せ
な

ら
手
を
た
た
こ
う
」
「
ム
ギ
ュ

　「コロナ禍で合唱とどう向き合うべきか」をテーマにした講演会が先月

日、守山文化小劇場＝小幡南一＝で行われた。区内で活動している合唱団員や

指導者ら約人が来場し、合唱を安全に楽しむための正しい知識やヒントとい

った話に耳を傾けた。

「コロナ禍で合唱とどう向き合うべきか」

合
唱
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
の
講
演
会

愛
知
自
啓
会
の
新
し
い
建
物
が
完
成

集
会
室
な
ど
地
域
住
民
の
利
用
を
呼
び
掛
け

新
刊
『
明
け
な
い
夜
の
四
日
市
』

西
新
在
住
の
作
家
・
安
保
邦
彦
さ
ん
が
出
版

お
や
こ
で
た
の
し
む
コ
ン
サ
ー
ト

来
月

日　

守
山
文
化
小
劇
場
で

区
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
動
画

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
「
ま
る
は
っ
ち
ゅ
ー
ぶ
」
で
公
開
中

歌える喜びを―あいさつをする実行委員長の
美口さん（写真中央）と、永さん（同右）

「
正
し
い
知
識
を
得
る
こ
と
が

大
切
」
と
永
さ
ん

地域包括ケアシステムを紹
介する動画のワンシーン

明
る
い
社
会
づ
く
り
へ
―
生

ま
れ
変
わ
っ
た
「
愛
知
自
啓

会
」
の
外
観

岡
島
紗
央
里
さ
ん

宮
嵜
文
さ
ん

ようやく思いを―　
著書を手に安保さん

岩月香央梨さん


